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自 ilìIJ 慌弧溶 接憾 の紙製

のであり，信号僚を反位にして進行信号を現示してから，その

防護区域に111両が流れてきたと きは， I羽路鎖錠のみでは危険を

防止できないのであって， 自動復帰}日誌と日l' ffJ してはじめて完全

な保安装位となる。(川崎徳政)

じど うへいそくしんごうそうち 自動閉塞信号装置 (英)

automatic block system (独) selbstt舩ige Blockung (仏)

installation block automatique 信号現示に人力を必要とせ

ず，列車自体により軌道回路を介して自動的に，閉ZE信号陸自に

信号を現示させる装位。

停車場開を適当の閉塞区間に分割 して ， 1芝山]ごとに信号 惨を

設け，列車がIjfl~区間内に存在する聞は，所属の信号機は自動

的に WJ上信号を現示して，ほかの列車がその区間に進入するこ

とを禁止し，列車がその区間を通過し終ると ， また自動的に信

号織は注意または進行信号を現示して，ほかの列車がその区間

に進入することができるも のである。

この装置の利点は，

1 線路の輸送能力増加 輸送能力士制日には通常には線路増

設， または停車場開に中間信号所を新設して列車回数を別すが，

自動閉塞式は停車場聞を任意の区間に分け， その区間ごとに自

動閉塞信号磁をm舶し l 閉塞区間としているから ， 線路地殻あ

るいは信号所新設にくらべ，経済的に列]11回数をtì'1力 11 させる。

2 巡転保安皮の13上 閉塞装置を必裂とする閉塞運転では，

列車に対 して運転の条件を指示する信号機に ， 信号現示するた

めにはいろいろ入手を要するが，自1fÿJ閉塞式では迎転に使用す

る軌条をその一郎とする軌道回路を使用して ， ~1Jï/1の迎行， 閉

:Æi取扱， 信号現示の聞に絶対的な関iiliがあるから，錯覚や誤扱

によるまちがし、が起るこ とな く保安度が高い。

3 運転il!i ß告の確保 軌道回路は軌条を母体としているから，

if!iL条折損， あるいは軌条交換な どで線路が中断された湯合， 信

号践は必ずt，;，;止信号を現示し， 列車の運転を阻止する。榊内に

おける進路の確保においても ， 転撤(てんてつ)総が正当方向に

開通していない場合，あるいは他の線路に在る列車または車両

が分岐箇所， ま たは交差箇所で車両接触限界を口して ， IJfI盆区

聞を支障 しているよう な場合も停止現示となる。このように運

転保安に軍基Eなことがらをすべて信号機の貌示と関連させ得る

から，進路の確保の点も他の閉塞方式よ りもすぐれている。

土砂崩主主，なだれな どの場合に停止現示が必裂となるが，軌

道回路は電気回路であるから ， その回路が切断されるか， 電気

母体で短絡されない限り ， 信号機は停止l}!示を しない(なだれ，

落万などのおそれのある箇所には，その発生を知る答報装i位が

ある)。

このように自動閉塞式施行区間内の停車場では，情内にも中

間と同じように軌道回路を設け，これを域内信号・燦や出発信号

機に隊l係づけて， 信号現示が自動的に変化するようにしてある。

これにより幼内信号緩から出発信号踏襲聞が 1 つの閉塞区間とな

り， その線区全体が述絞した軌道回路で併成される。しかし停

車幼榊内では中1M] と違って ， 転鰍官告があり，泡i阪の条件も i盆う

ので，場11~や出発信号機を中間の信号機と問機に考える こ とは

できなし、。これらの構内信号後は，自動信号 僚と手動信号線の

両方の性質を持っ たいわゆる半自動信号僚とする。

lêl 即J閉塞偲号裟{置の構成は， 軌道回路， 信号機，継íR総およ

び2t:J.王総などが一組とな っていて ， 閉塞区間の数だけ，これら

の裟伎が述紋して設備される。軌道回路は汽車IKIHJ. 111化区間，

および交流電話出(か直流電源かによって構成が逸っている。 汽車
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